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は じ め に
本稿 は,第1次 世界戦争 中に レーニ ン(Bπa耶MHpH孤b困y諏bHHoB,1870～
1924)が 亡命 して いた時代の うち,ベ ル ンで活躍 した頃,そ れ も初期,1914年
を とりあげる。 なぜな ら,帝 国主義戦争に反 対す る彼 の戦 術が この時期 にで き
上 ったか らで ある。
1.「 戦争 に関す るテー ゼ」
第一次世界戦争i)が 勃発 し(1914年7月28日),そ の後,ロ シアが オース ト
リア ・ハ プスブルク帝国の敵国にな?た 。 それに もかかわ らず,レ ーニ ンはオー
ス トリア帝国のポロニ ン(ガ リチエ ンの一農村一 現在 の南 ポーラ ンド)で 愚図
ぐず していた。 そのため,彼 はスパ イ容疑で逮捕 され る始末であ った。運が悪
けれ ば,軍 法会議 で銃殺刑 に処 されかね なか ったのであ る。 こう して,散 ざん
な 目に会 い,.一 ケ月 も無駄 な時 を費や して しまった レーニ ンー 家 は,ほ うほう
1)戦 争については,さ しあたり,ハ ー ト『第一次世界大戦』フジ出版。テイラー 『第
一次世界大戦』新評論1984年,を 見よ。
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の体で,中 立国スイスへ逃れ込 んだ。 この一 ケ月のオー ス トリア時代 に,彼 は,
殆ん ど作品 を書 けなか った。 しか し,帝 国主義戦争 と革命 にかんする基 本的戦
術 はほぼ作 りあげて いたデと確実 に言 える2)。
レーニ ンと彼の妻 ナヂェジダ ・コ ンスタ ンチ ノヴナ ・クループ 冬カヤ,そ し
て彼女 の母 エ リザベータ ・ワ シリエ ヴナ を乗 せ た汽車3}は,'1914年9月5日
(以 下,す べ て西暦で表示す る)の 夜,ベ ル ン鉄道駅 にすべ り込んだ。在ベル
ンのボル シェヴィキ党員 シクロフスキー4}が,す で に連絡 を受 けて いたので,
駅 に出迎 えに来て いた。 レーニ ンは,国 境駅 ブ フ,ス〈Buchs)で 止 め られたエ
ピソー ドを彼に語った。 しか し,そ れをめ ぐってお喋 りを したり,想 い出 をこ
もごも交 し合 うことは しなかった5}。 彼 は,シ クロフスキr一に,明 日,会 議を
開 くか らベル ンに住むボル シェヴィキ亡 命者を招集 して くれ るよ う,頼 んだ。
この会議 こそ,亡 命中の レーニ ンの反 戦活動の第一歩 になった もので あった。
いわば,彼 の活動 は,ベ ル ン駅のプ ラッ ト・ホームを踏 んだその時か ら始 まっ
た。
ベ ル ン駅 か らシフ ロフスキーの アパ ー トへ向 う途中,シ フ ロフ スキーはベル
ンのボル シェヴ ィキ党員の状況 につ いて語 り,一 方 レーニ ンは彼 に,ド イツが
戦争 に勝つだろ うし,戦 争 は世界革命 のて こになると述べ た。勿論,初 めの言
は,レ ーニ ンめ見込 み違 いにおわ る。 レーニ ンー家 は,伝 記 によると,こ の晩
だ けシフロフスキーの家(フ ァルケ ンヴェー クFalkenweg9)つ ま りアパ ー
2)注23)参 照 。
加 κ移私1704κ0θ σ0吻 σκπθCO望 捌 θκ纏,冊 几5,[以 下,π と 略 す]TOM
25,MOCKBa1969に,この時 期 に書 か れ た もの と して 「戦 争 と革 命 の プ ラ ン」 が
あ げ られて い る(CTP.450～451,訳rレー ニ ン 全 集 』 大 月 書 店[以 下,r全 集 』
と 略 す コ,第41巻,'1967年)。 しか しこ れ以 外 に,後 述 の 「戦 争 に か ん す る テ ー ゼ 」
あ るい は そ の 草稿 を,こ の時 期 に つ くる ので あ る。
3)WilliGautsch,Leπ`πα飴E而8rα πホ`nderSbん ωε`2,ZUrichKOIn
1973,S.311(Anm.)「
4)ゲ オ ル ギ ー ・リヴ ォ ー ヴ ィ ッ チ ・シ ク ロ フ ス キ ー(1875-1937)。1898年 以 来 の ロ
シア 社会 民 主 労働 党 員。 工903年 か らス イ ス に亡 命 。 化 学 者 。 戦 争 中 は,レ ー ニ ンの
も とで,技 術 ・会 計 係 な ど を担 当 。
5)MauricePianzola,Lεπ`η 論dθrScん ωθ`aBerlin1956,S.70.
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トに泊った ことになっている。 しか し実際 は,自 分たち のアパー トを見付 ける
まで数 日間6♪滞在 したので ある。
レーニ ンが スイスにや って来 るというニュースは,在 ス イス ・ボル シェヴィ
キを大 い}と喜 ばせ た。翌 日,9月6日 の朝,ベ ル ンに いたボル シェ ヴィキ全員
が集 って,会 議 を開 いた。会合 は,も しもの時の用心 に7),≧ いって も実 はそ
の必要 はなか ったので あるが,'ベ ル ン郊外の森,グ ローサー ・ブレームガルテ
ンヴ ァル トで開かれ たとされ る。 これが 有名なくベル ンの森の会議〉 である。
て の森 はベル ン市の西側 に接 した広大な森林であ る。 しか し,ド イッ語版 レー
ニン著作集初版 によると,会 議 はシクロフスキーの住居 で行 われ た8},と ある。
グループスカヤのrレ ーニンの想い出』9),ま た出席 したサモ イロフによれば10),
森で会 合が開かれた,・と述べ られて おり,結 局 どち らか はっきり しな い。 しか
し,用 心 のためであれ ば,郊 外 とはいえ,人 に会 わな いとも限 らな い し,し か
も後 述す るよ うに少 な くと も8名 はいた会議であ る。 同志の家が一 番安 全で あ
る。詳 しい研究 をしたガウチは こう書 いて いる。 その時 のベル ンの9月 初旬 は,
穏や かな晴れ允晩夏の天候で あって,郊 外へ出掛 け,近 くにあ るブレームガル
テ ンヴ ァル トへ気 晴 らしに散歩 し,そ の際,議 論 を続 けたということは,極 く
自然であ る,と 。 要す るに,会 議は,シ クロフスキーの アパ ー トで,6日 か ら
8日 まで開かれた。 そ して時折,森 へ散歩がて ら行 き,討 議 もした,と いう可
能性 が大 きい11)。
森 には彼 らの住 居か ら,も のの10分 もあれ ば達 する し,会 議 には余 り向いて
いない。またスイスであ るか ら,当 時,弾 圧 を考 えるのは余計 な心配であ った。
6)Gautsch,op.c肱,S,98.
7)G.Walter,Lθ η砿Paris1950,p.232.ヴァルテル 『レーニン伝』角川文
庫,247ペ ージ。
8)侃 五Leπ 加.&童mεZZcん θ1物 漉θ,Bd.18,WienBerhn,S.587.もっ
とも,こ の文献では,ジ ノヴィエフもそこに出席した,と あるが,誤 りである。彼
は,ま だベルンに到着 していない。
9)KpyπcKa∬,800π ω脇κσκμπ・δ刀醜 μκ.MocKBa1968,cTp.243訳,グループス
カヤ 『レーニンの思い出』下,青 木文庫1978,158ペ ージ。
10)Lε π海Doん ㏄meη`esθ`πθsLebeπs.Bd.1,Leipzing1980,S.561.
11)Gautsch,op.c``.,S。104.
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この会議への参加 者は少なかった。 おそ らく8名 であ る。一説 によれば12名 く
らい(1ダ ース)で ある12)が,名 前は8名 しか未だ分 っていな い。具体的には,
レーニ ン夫妻,シ クロフスキー,サ ファロフ夫妻13),ゴ ベルマ ン1ρ サモイフ15),
(国 会議員),そ れ にマ チ ョー フ16)と いう無 名の人 物 であ った。
以上が,こ の有名な会議 に関す る詳 しい説 明であ るが,場 所 と人数 について
は矢張 り釈然 と しない所が ある。 そ こで,一 番の中心 人物,シ クロフスキーの
記述 に注 目す るべ きで ある。彼 は書 いて いる。「まさにその会 議 は森 の 中で 行
なわれ た。」「別の 日,即 ち九月六～七 日に,私 の部屋で もっと少な い人数の会
議を行 なった。」 ここか ら,矛 盾が解 決す る。 つま り二種 類 の会 議が あ ったの
である。一般党員 も含 む森の会議が行 なわれ,そ して,'レ ーニ ンに近 い人の会
,議が シクロフスキーの家の彼の部屋 で も行 なやれ たので ある。 こう して,別 々 【
の想 い出の記 述が 出たのだ し,参 加 人数 もば らば らで はっき りしなか ったので
あ る。少な い人数 の会 議について,シ クロフスキーは言 って いる。 その会議 に
は,「 イ リイチ,ジ ノヴィエ フ,ナ ジェジダ ・コンスタ ンチノ ヴナ,の ほか,
同志サモ イロフ,サ ハ ロフ.,リ ー リナ,そ してひ ょっ とす る と同志 イネ ッサ も
出席 していた。」1ηこの記述になると,も う記録 は不 正確 になってい る。 ジノヴィ
エフ18》はまだ スイスに来ていな いので ある。だか ら妻 り一 リナ もいない19㌔
12)Walter,OP.c肱
13)ゲ オル ギー ・イ ヴ ァ ノ ヴ ィ ッチ ・サ フ ァ ロ フ(1891-1942)。1908年 以 来 の 社 会 民
主 党 員 。1912年 か らス イ ス に 亡 命 。
14)M.Lゴ ベ ル マ ン(1891生)。 ボ ル シェ ヴ ィキ 党員,ロ ー ザ ンヌ に い た。
15)フ ヨー ドル ・ニ キ テ ィチ ・サ モ イ ロ フ(1882-1952)。 繊 維 労 働 者 出 身 。 第4国 会
の ポル シ ェ ヴ ィキ 代 議士6人 の うち の1人 。1914年 春 か ら,神 経 衰 弱の た めベ ル ン
で 治 療 を受 サて い た 。11月 に 帰 国 し,他 の ボ ル シニ ヴ ィキ 議 員 と と もに逮 捕 され,
シベ リア に流 刑 。10月 革 命で,ウ ク ライ ナ労 働 人 民 委 員 と な る。
工6)Gautsch,oμc`ε.,S.104.
17).1㌦ 」1.皿h己 丑oBcK聡 亜,.Bπa江㎜p..HJ1bHq、.HaKa!{yHe.、6epHcKo瀕KoHΦepe鰹u田1.
・B・一伽 溜 卿 粥 刃P8θ ・例 μ刃・5(40)Ma厳,M蜘 ざ πe・凱㎝pa江19茄,
CTP・137.
18)グ リゴ リー ・ジノ ヴ ィエ フ(1883-1936),18才 で 入 党 。1903年 以 来 の ボ ル シェ ヴ ィ
キ 。1907年,中 央 委 員。
19)レ ー ニ ンが ベ ル ンに着 いて か ら約2週 間 後,ジ ノ ヴ ィ エ フー 家 が ガ リチ ア か らや っ
て来 て,レ ー ニ ンの家 の近 くに住 ん だ 。 ジノ ヴ ィエ フ は これ 以 降,戦 時 中,「 レ ー
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レーニ ンは,こ の会 議で,ボ ル シェヴ ィキ党 の戦争 に対す る態度 につ いて報
告 した。 この時彼 は,自 分の思想を書 き付 けた紙片 を持 ってお り,そ れ を見 な
が ら報告20)し た。
この手稿 は,「 戦争にかんす るテーゼ」2bか,あ るいは それの 草稿(;下 書
き)か,の どち らかであ る。 この 「戦争 にかんす るテーゼ」 は.『 全集 』 に よ
れば,9月5日 か ら6日 に書かれ たとされてい る。 そ うす ると,レ ーニ ンがベ
ル ンに到着 した日か ら会議の第1日 目の間に書 いた ことにな る。彼 は大変周到
な人で あって演説の前には草稿 を作 ってお く習慣 であった。 またそれ をグル ー
プろカヤに読んで聞かせ るので ある22)。演説で はな くて会議なので,簡 単 に済.
ませ たのだ ろうか。 シクロフスキーの家 に泊めて貰いなが らそ して朝 か ら始 ま
る会議 を準備す る間 に,印 刷 に して たっぷ り三ペー ジの文書を書 いたのか。 そ
れ と も,机 の埃 をはたきで払 って整頓 してか らペ ンを執 るきち ょうめん な レー
ニ ンが ,走 る汽車 の中で書 いたのか。 シクロフスキーは記 して い る。「帝国 主
義争 におけ るレーニ ン戦術の基本的 スローガンがオー ス トリアにお いて戦争 の
初 めの時期 に,彼 によって作成 され たことを私 は明 らかにす ることが で きる。
とい うのは,レ ーニ ンは既 に出来上が ったスロー ガンをベ ル ンへ持込んでいた
か らで ある。」23〕ここか らおそ らくレーニ ンが既に,無 駄な一 ケ月を過 していた
ニ ンの 副 官 」 と して 活動 す る 。 こ の時 レー ニ ン の 心 の 恋 人 イ ネ ッ サ ・ア ル マ ン ド
(簡 単 な 伝 記 と して,ポ ドリ ャ シュ ー ク 『革 命 家 と して母 と して 』 大 月 書 店1971
年)は,ス イ ス の レ 。ザ ヴ ァ ンに お り,や が て ベル ンに来 て,シ ク ロ フス キー の 家
族 と と もに,こ の4つ の家 族 が戦 時 中仲 良 く暮 す ので あ る。 アル マ ン ドが この 会 議
に 出 て い た 可 能 性 は少 な い 。
20)「 手 に した 小 さな 紙 片 を 見 な が ら,レ ー ニ ンは戦 争 の性 格 に つ いて,戦 争 にた いす
る 国 際 主 義 者 の態 度 につ い て,意 見 を のべ た。」(ノ ー ポ スチ 通 信 社 編 『レーニ ン亡
命 記 く 下 〉 』 刀 江 書 院1970年,206ペ ー ジ)
21)Te3HcHoBo薩He.B:Jle田HcK麟C60pHHK,14,MocKBaJleH聴叩a八1930,
CTP,10-12。 ロ シ ア語 全 集 第4版 に 入 って い て,第5版 に入 っ て い な い 。 『全 集 』
第36巻,1965年,321-324ペー ジ 。
22)Cf.NikolayValentinov,翫coω説ersω ε仇Lθ π`π.London1968;訳
『知 られ ざ る レー ニ ン』 風 媒 社1972年 。
23)IIIKJloBcKI1曲,cTp.136.
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と言われるオース トリア時代にこの文書或いはこれに類似 した文書を作ってい
たのではないかと思われる。
レーニ ンは,こ れに基いて報告し,自 分の結論を同志たちが納得 したかどう
かを確かめた。おそらく妻クループスカヤおよびシクロフスキーを除けば,こ
の会議で始めて口頭で彼の基本見解が公表されたのである。 レーニンが報告 し
た時の紙片が 「戦争にかんするテーゼ」なのかどうか,紙 片に書かれた文案を
討論を通 じて変更 したのかどうかは分らない。 しか し彼の演説は,ほ ぼ 「戦争
にかんするテーゼ」の内容を詳 しく述べたものと見なして差 しつかえなかろう。
ここで,「戦争にかんするテーゼ」の内容を概括してお こう。それは,7項
目からなっている。
(1)今 おこなわている戦争の意義 ・内容は,市 場の争奪 と他国の強奪,国 内
の革命運動の阻止,プ ロレタリァを分裂させ粉砕し,ブ ルジョァジーのために
他国の賃金奴隷にその国の賃金奴隷をけしかけることである。
・② ドイッ社会民主党の指導者たちは,社 会主義を真向うか ら裏切っている。
③ ベルギーとフランスの社会民主党指導者 も同じく非難に価する。
(4)第2イ ンターナショナルは,思 想的 ・政治的に崩壊 した。だから本来の
インターナショナルの任務は,こ れと決定的に離脱することである。
⑤ ドイッ・フランスのブルジョア政党や政府は,ブ ルジョァ的,排 外主義
的誰弁を使っているし,社 会主義的日和見主義者もそうである。 ともに,戦 争
の残虐行為と野蛮な行動の点で変りがない。 ～
⑥ ロシァ社会民主党の任務は,排 外主義と容赦な く無条件に闘うことであ
る。ッァーリ君主制 とその軍隊の敗北する方が,害 が少ない。
(7}か くして社会民主党のスローガンが挙げられる。1.社 会主義革命 と,
政府に武器を向ける,宣 伝。愛国主義と闘うこと。2.共 和制的ヨーロッパ合
衆国への転化。
以上の様であった。参会者は身動きもせずに24},レ ーニンの話を聞いた。 シ
24)こ れ は レ トリ ック。
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ク ロフスキー25)だ け異議 を唱え,彼 は言 った。「ドイツの勝 利 は,ロ シアの帝
政よ りもヨー ロッパの民主主義 には危険 な敵 であ り,革 命闘争 を強化す るため
に ロシアを苦 境に追 い込 む ことは,国 際 的な労働運動の全体 に害毒 をもた らす
もので あろう。」
レーニ ンはす ぐに相 手を黙 らせた,と い う。 しか しこの異議 は,当 時の社会
主義者 にとって当然の意見であ った。 レ三ニ ンの主張 は,戦 争国すべ て とその
政府,お よび戦争 を支持 す るあ らゆ る政 党を,こ とご とく非難 する ことであ っ
たが,こ の 時出 された異議は控 え 目な ものであった し,ド ィッが世界で最 も危
険だ という認識 は,多 くの人が抱 いて いる見解 であった。 プノハ ーノブ もこの
時期 にはその ように考え るので あり,ボ ル シェヴ ィキの内部 か らかかる意見が
出 たの は当然で もあった。 レーニ ン的路線 は初めか ら皆 に共有 の もので はあり
えな かった。 それ にな に しろこの意 見=方 針 は,こ こで初めて出 された ものだ
か らで あり,レ ーニ ンの独創で もあ った。
尤 もこれにつ いて は後 日談が あ り,シ クロフスキー 自身が こう書 いてい る。
「イ リイチが森の中で 自分の報告を行な った時,私 は皆 を揺 さぶ り,論 議 をた
きつ け る為に,シ ョー ヴィニ ズムの擁護 を行な った。 その とき,私 に とって問
題 は既 に全 く明 らかだ ったのだが。」26峨 々の グループ には誰 もその ような人 は
いなかった。 そ してこっぴ ど く非難 され た,と 。
会 議は,こ の 「戦争 にかんす るテーゼ」 を採択 した。 この文書の意義を述べ
てお こう。 ほぼ全体 をっ うじて,第2イ ンターナ ショナルの諸政党に対 す る仮
借 な い非難 に貫 ぬかれ てい る。
第(1)項 にあ る,帝 国主義戦争 の経済的基礎が,後 に 『帝国主義論』 で研究 さ
れ ることにな る。 そ して,こ の項 では,「 この戦争は,ブ ル ジ ョア的,帝 国 主
義的,王 朝 的戦争 とい うはっき りした性格 を もって いる」 と規定 され た。 これ
は,第1次 世界戦争を適確 に性格づ けた もので ある。 しか し,後 に レーニ ンは,
この 「ブル ジョア的,王 朝 的」 とい う形容詞 を,r帝 国主 義 論』 で取 り去 るの
25)Walter,p.233.日本 語 訳 に は この 名 は出 な い 。 底 本 を 示 して い な い が,異 っ た
版 を使 っ た ので あ ろ う。
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であ る。
第(4順 に,「 ドイツ社会民主党やその他の国の社会民主 党 の,い わ ゆ るr中
央派』27)は,実 際 には臆病 にも日和見主義者に降伏 した。」 と い う指弾 が あ り,
次 いで,第 ⑤項 にも,「 …社会主義的 日和見主義者 は,公 然 たる もの も,か く
れ た もの も,こ ういう[=排 外 主義的]誰 弁 を くりかえ してい る」 とい う指摘
が ある。 この 「か くれ たもの」 とは,「 中央派」 に他な らな いが,レ ーニ ンは,
後 にこの派 に主要打撃 を与え るようにな る。
第⑥項 で,レ ーニ ンの いわゆ る 「敗北主義」 が述べ られ る。 これ こそ レーニ
ンの,そ して彼 だけの特徴で あり,ロ シア国内の ボル シェヴィキに混乱 を引 き
起 こす ことにな る主張 である。 また,'前 出の シクロフスキーの異論 もこの点 に
関わ って いた。引用す ると,「 ロ シァのすべ ての民族の労働 者 階級 と勤 労大衆
の見地 か ら見 れば,ポ ーラン ド,ウ クライナ およびロシアの数多 くの民 族を抑
圧 してい るッ ァー リ君主制 とその軍 隊,他 の民族 にたいす る大 ロシア人 の抑圧
を強化 し,ツ ァー リ君主制 の反動的 で野蛮 な政府 を強固す るため に民族的敵意
をたきつけてい るツ ァー リ君主制 とその軍隊 の敗北す るほうが,害 が もっとも
す くな いで あろう。」
この,自 国政府の軍 事的敗北 に関 す る説 は,理 論的 ・一 般的 には正 しい もの
であ る。つ まり,戦 争 に勝利 した国では革命 は起 こ りに くい し,反 対 に,戦 争
に敗北 した国では革命が起 こりやす いか らで あ る。 ただ し,レ ーニ ンが そうい
いう意味で言 ってい るか どうかは,不 明である。
第(7順 に,共 和制的 ヨー ロッパ合衆国 のス ローガ ンが掲 げ られている。 これ
は,我 々がr帝 国主義論』 形成 史を研究 す るにあたって,極 めて重要な論点の
1つ で ある。 というのは,後 に これが否 定 され ることになるか らで ある。 こう
ある=「 ヨーロッパの個々のすべての国家を共和制 的 ヨー ロッパ合衆国へ転化
す るこ と…」。 ここで彼 が国 際革命 〒世界革命,正 確 に言 え ば ヨー ロッパ 革命
26)111KJ10B㎝ 益,CTP.137.
27)ド イッ社会民主党内に1910年 頃から発生 した 「マルクス主義的中央派」。労働運動
内に革命的急進派が発生し,そ れ以外の旧左派を言う。右派との中間に位置し,理
論的代表は,K・ カウツキー。これは,ド イツだけでなく国際的に発生する。
ベ ル ンにつ い た レー ニ ン 53
を考えて いることがわか る。
最後 に1点 興味あ るものは,こ の 「戦争にかんす るテーゼ」 中 に,彼 の戦時
中の基本的戦 術であ る,帝 国主 義戦争 を内乱 に転化せ よ,と いうス ローガ ンが
まだ挙げ られて いな い事であ る。 尤 も,政 府 に武器 を向け る宣伝 というスロー
ガンがあ るので,事 実 上あ ると言 うこともできるが,表 現 として はまだな い。
さて レーニ ンはベル ンに来てみた ものの,こ の時,づ ル ジに住む か ジュネー
ヴに住むか ということをまだ はっきり決めて いなかった。彼 は,か って スイス
に亡 命 した ことが あり,読 書協 会SocietedeLectureでよ く勉 強 が で き
たり,立 派なロシア図書館が あった旧知の土地 ジュネー ヴに心 を引かれていた。
'ベ ル ン会議の 日,9月6日 に,彼 は,在 ジュ ネーヴの党 員カル ピンスキー28}に
手紙で尋ねている。 ジュネーヴで,物 価 とくに家賃 は異 常に値上 って いないか?
台所が利用で きて月払 い家賃 で,家 具付 の2部 屋が借 りられ るか?読 書協会
は変 ったか?ジ ュネー ヴにロシア語の印刷所があ るか?リ ーフ レッ トなど
を出版で きるか?と29)。 しか しベル ンの友人たちは,ジ ュネーヴがす っか り
変って しまい,そ こにはパ リや ブ リュッセルや他の都市か ら,あ らゆ る傾 向の
沢山の亡命者 や,兵 役拒否者が落 ち合 ってお り,そ この ロシア人 居住地 区では
信 じられな いよ うな亡命者 のごたごたで一杯で ある,と 言 った。 そ こで レーニ
ンは,ジ ュネーヴよりも仕事のよく出来そうな静 かなベル ンの方 を選んだ。 レー
ニ ンー家 は,問 題を最終的 に決め ないまま,さ しあ たりベル ンで部屋 を借 りた。
ドンネル ビュールヴェー クDonnerbUhlweglla(現在 の33)の アパ ー トで
あ った。
r戦 争 にかんす るテーゼ」 は,9月 中旬,サ モイ ロフ とボルシェヴィキの シ
ンパ学生が,非 合法 にロシア に持 ち込んだ。 それは,ペ トログラー ドにある党
中央委員会 の ロシア国内委員会 および国会議員団に渡 った。 テーゼは,ロ シア
最大 の党組織,ペ トログラー ド,モ スクワ,ハ リコフ,キ エ フその他 の党組織
28)カ ル ピ ンス キ ー(1880-1965).1898年以 来 の 社 会 民 主 党 員 。1904年 以 来 ジ ュ ネ ー
ブ に亡 命 。 戦 争 中 は,レ ーニ ンの 下 で 出版 ・技 術 活 動 に 従 事 す る。
29)丑ToM49,cTp3MocKBa1970,『全 集 』36巻,325ペ ー ジ 。
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で審議 された。「これ らの党組織 はみ な,い くらかの訂正を加え ただ けで,テ ー
ゼに賛成 した。」3。)と,党史 では書 いている。
トロツキーは反 対に こう言 う。党 のテーゼの受取 り方 は,一 般 に承認の態度
か ら程遠 か った。 主な反対 は,レ ーニ ンの 「敗北主義」 スロー ガンへの反対 で
あ った。 シ リャプニ コフ31)に よ ると,そ れが 「混乱」 を引 き起 こした。戦時,
カーメ ネフ32}に指導 されていた国会 議員 団は,レ ーニ ンの定式 の鋭 い刃 を鈍 ら
せ ようと した。モ スクワと地方 の党 組織 で も,同 じよ うな事が起 った。 モスク
ワのオフ ラーナ[=ツ ァー リの秘 密警 察]は,こ う証言 して い る。「戦 争 は
rレ ーニ ンー 派 をまどわ』せ,長 いあ いだ…彼 らは戦争 に対 する態度 について
一致 をみる ことがで きなか った…。」 モスクワのボルシェヴ ィキ は,ス トック
ホルム経 由で レーニ ンにあててつ ぎの ような暗号文を送 った。「彼[=レ ー ニ
ンコ に対す るあ らゆる尊敬 に もかかわ らず,家 を売 る[=敗 北主義のス ローガ
ンをか かげ る]よ うに という彼の勧告 は,同 意が得 られなか った。」 サ ラ ト,フ
では,地 方指導者 ア ン トノブによる と,「 ボル シェヴ ィキ,メ ン シェヴ ィキ,
エス ・エル[=社 会革命党]各 傾向の労働者 は,敗 北主義の立場に同意 しなかっ
た。 それ どころか…彼 らは(わ ず かの例外 をのぞ いて)断 固 と した祖 国擁護主
義者だ った。」33)
勿論 トロツキーは,そ うでない人 々につ いて も書 いて いる。つ まり,先 進的
な労働者 の中では,[レ ーニ ン ・テーゼに とって,コ 情勢 は,よ り有 利で った。
ペテル ブル グの諸工場 には次 のよ うに書 きつ け られ た。「もしロ シアが 勝 った
か らといって,我 々に良 い ことはな く,我 々は これ まで以上 に抑圧 され るだろ
30)『 ソ連 邦共 産 党 史』 第1冊,大 月 書 店1959年,271ペ ー ジ。
31)ア レク サ ン ドル ・ガ ヴ リ ロヴ ィチ ・シ リャ プ ニ コ フ,(1883-1937),金属 工,熱
練 旋 盤 工 。1905年 か らボル シ ェ ヴ ィキ 。1908年 亡 命 。 戦 時 中,ス カ ンヂ ナ ヴ ィァ で
亡命 組 織 と地下 組 織 の連 絡 に あ た る。 噛
32)レ フ ・ボ リソ ヴ ィチ ・カ ー メ ネ フ,,(1883-1936),本 名 ロ ー ゼ ン フ ェ リ ド。 モ
ス ク ワ大 学放 学。1903年 ボル シェヴ ィキ,1908年 以 降 亡 命,開 戦 と と もに,ボ ル シ ェ
ヴ ィキ 国会 議 員 団 の指 導 の ため に ロ シ ア に派 遣 さ る。
33)LeonTrotsky,S`αZ`π.N.Y。andLondon1941,p.168,トロ ツ キ ー 『ス
タ ー リγ』1,合 同 出 版1969年,277～278ペー ジ。
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う。」 サモイ ロフは こう書 いた。'「イヴ ァノヴ ォ ・ヴ ォズ ネセ ンクスの同志 た
ちは,プ ロレタリアー トの階級的本能 を もって,な にが…正 しい道 であるか を
感 じ,戦 争の最初の数ケ月に,す で に断固 としてその道 をすす んだ。個人 と し
て意見 をはっ きり させ ることので きた者 は,ご く少数 であ った。」34)
ロシアでは,祖 国防衛主義は,他 国ほどには,深 く根をおろ して いなかった35}び
だか ら,社 会民主党国会議員全体が,つ まりメ ンシェ ヴィキ もボル シェヴィキ
も,戦 債 に反対投票 した。 ただ し,プ レハー ノブを指導者 とす るメ ンシェヴィ
キの問で は,防 衛主義的気分がか なり強か った。 ボル シェ ヴィキで さえ,国 際
主義 を放棄す る者 もでて きた。 ボル シェヴィキ ・パ リ委員会 の5人 の委員の う
ち2人 が対独戦争 に志願 して いる。 また,後 述す る様 に,ボ ル シェヴィキ国会
議員団 を指導 して いたカー メネフは,逮 捕 され裁判 に掛 け られた時,レ ーニ ン
の敗北主 義ス ローガンを否定 した。
この様 に,レ ーニ ンの戦術 は,特 に敗北主義の点 で,ロ シア国内で も運動 の
足並 みを乱 した ことが分 る。勿論,レ ーニ ンの戦術が 誤っていたか ら乱 した,
とい うの ではない。 自国政府の軍事的敗北説は,実 際は とにか く,理 論の上 で
は,誤 りとは言 えない。 ここで,こ の帝国主義戦争で社会主義者 の とった3つ
の立 場を整理 してお こう。第1は 祖国防衛主義,第2は 国際主義っま り反戦主
義,第3は 国 際主義 に立つ敗北主義 ・内乱戦術,で あ る。 レーニ ンは,勿 論,
第3の 立場に立 った。 ポル シェヴィキは,ほ ぼ第2の 立場 にあ った。 そ こへ新
しくレーニンの敗北主義が提起 されたため,少 なか らず混 乱が起 きたのであ る。
1914年11月 蕗歴2～3日(西 歴15～17日),ボ ル シェ ヴ ィキ国 会議 員(A.
E.バ ダ ー エ フ,M.K。 ム ラノ ブ,G.1.ペ ト ロ フ ス キ ー,F.N.
サモ イロフ,N.R.ジ ャゴフ)は,ペ トログ ラー ド付 近 のオ ゼル キ村で 会
議 を開 き,こ こに は,ペ トログラー ド,イ ヴァノ ヴォ=ヴ ォズネ セ ンスク,
ハ リコフ,リ ガの ボル シェヴィキ組織,そ して ロシア国内指導者 カーメ ネフ,
も参加 した。会議 では,レ ーニ ンの戦争 につ いてのテーゼが審 議 された。 そ し
34)∫b`(孟,p.168-169,同 上,278ペ ー ジ。
35)R.ダ ニ エ ル ズ 『ロ シア共 産 党 党 内 闘 争 史 』 上,現 代 思 潮 社1973年,23ペ ー ジ
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て,そ れ は 「完全に支持」36)され たと,党 史では書いてあ る。 しか し後述 す る
ように,こ の方針に反対であったカーメネフが加わ って いたので,そ うきれい
事で済んだ はずがな い。
11月4日,警 察が出席者を全員逮捕 し,そ の後,家 宅 捜査 して,「 戦 争 にか
んす るテーゼ」 を押収 した。1915年2月10日 か ら13日(露 歴)に かけて,議 員
5名 と党員6名 が裁判 に掛 けられた。 ぺ トロフスキー,ム ラノブは,ヒ ーニン
の方針 を守 ると言 明 したの に対 して,カ ー メネフは,戦 争におけ る自国政府の
敗北 のス ローガ ンを否認 した37)。判決 は,東 シベ リア終身流刑であ った。社会
民主党が反戦の立場 を取 り,あ まっさえ,白 シア ・ツァー リズムの敗北のス ロー
ガンを出 した ことによ って,ロ シアの党 員たちは逮捕 され,そ の数 はうなぎの
ぼ りにな った。 そ して党組織 は跡形 もな く消 えて行 くので ある。
このよ うなわけで,レ ーニ ン的反 戦方 針は,ロ シア国内 シル ヴィキに,後 年
のソヴィエ ト史書が美 しく描 くよ うには,あ ま りよ く貫徹 しなか ったのであ る。
もし彼が,一 歩先んず るよ うな方針 を出せば,ボ ル シェヴ ィキは従 ったか も し
れない。 しか し彼 は,い わ ば二歩先 を行 ったのであ る。 レーニ ンが有能 さで は
並 みの指導者 で,し か も党内民主主義が行 きわた って いたな らば,レ ーニ ン的
路線が貫徹 したか ど うか,あ や しい。 しか し,ボ ル シェヴ ィキ派は,殆 んど篠
よ り年令 の若 い革命家 たちを レーニ ンが育成 したもので もあ り,レ ーニ ンは党
内にあ って も単 な る党員で はな く,党 を超え る存在にな っていたのであ る。 ボ
ル シェヴ ィキ党は レーニ ンの党 であ った。 さて重要な問題 は,ロ シア国内のボ
ル シェヴィキおよ び亡命ボル シェヴ ィキは ともに,大 体,第2イ ンターナ シ ョ
ナルの左 派 ・平和 主義者 と余 り考 えが違 って いたわ けで はないことであ る。 そ
のため にレーニ ンは,自 分の戦術 を党内に徹底化す る必要が あった。
36)`『 ソ連 邦 共産 党 史 』 同,277ペ ー ジ
37)こ れ に た い して レー ニ ンは,ロ ー ・ゼ ンフ ェ リ ド[=カ ー メ ネ フ]の 態 度 は 「正 し く
な い態 度 で あ り,革 命 的 社 会 民 主 主 義 者 の 見 地 か らは,ゆ る しが た い 態度 で あ る。」
と非 難 した 。(『 全 集 』 第21巻,1964年,163ペー ジ)
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2.「 ヨーロッパ戦争における革命的社会民主主義者の任務」
「戦争にかんするテーゼ」は,極 く短い序文をつけて,「 ヨー ロッパ戦争に
おける革命的社会民主主義者の任務」(以 下 「任務」 と略す)38}という標題で
ジュネーヴで リーフレットとして印刷され,ベ ルン以外のボルシェヴィキ在外
支部に送 られた。
レーニンは,「戦争にかんするテーゼ」がベルン会議で審議されたので,印
刷 したのであろう。この時,「任務」では,「 テーゼ」を基に しつつ も,新 し
く加えられた所がある。つまり第(7順の第3と して,次 のスローガンが現われた5
排外主義と闘 うこと,ロ シア革命と民族解放の宣伝,民 主共和制,地 主の土地
の没収,8時 間労働日,が それである。 また文書の末尾に,「 ロシア社会民主
労働党員たる社会民主主義者グループ」と記されている。
レーニンは,個 人的な性質の運動やイニシアチヴを避けることを慣わしとし
ていた。っまり,運 動を民主主義的形式を取って進めるのを常としていた。彼
個人の決定ではなく,党,委 員会,グ ループなど,一 定の集りにかけたものだ
けを実行に移すのである。彼は何時でもそういう意味での 「合法性」を重んじ
た。だか ら,文 書上の表現でもそうであった。ただ し,内 実はそうでもなかっ
た。 この時もそうであった。例えば,「任務」には,序 がついて いるが,そ こ
にはこうある。「最 も信頼すべき筋からの報道によれば,… ロシア社会民主労
働党の指導的活動家たちの会議が開かれた。」 ここで最も信頼すべき筋 という
のは勿論 レーニン本人である。指導的活動家といっても,正 式の代議員ではな
かった。会議 も,ベ ルンに居た又はたまたま居合わせた,た かだか8名 程度の
党員の集 りに過ぎない。この事は,流 石にレーニ ンも自ら,「 この会議は完全
に正式なものとは言えなかった」 と,認 あている。だが,彼 は強弁す る。「し
かし我々は,こ の会議がロシア社会民主党の最も有ヵな諸グループの見解を本
当に表明したものであることを,十 分正確に知っている。」 これには無理があ
じ
る。 せ いぜ い,最 も有 力な グループの一 つの見解,と 言え るに過 ぎな い。実 際
38)πTo肱26,MocKBa1969,cTp.1-7;『 全 集 』 第21巻,3-7ペ ー ジ
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は レーニ ン個人の見解であ る。 この方 針は,普 通 であれば,全 党決議 とは言え
ない もので ある。 ところが これが,あ たか も全党決議 であ るかのよ うに作用 し
出すのであ った。
1914年9月27日(日 曜 日)に,イ タ リアとスイスの社会民主党の代 表者 の会
議がルガノで行 なわれた。 その 出席者 は,イ タ リァ側が,ア ル ムチ,バ ラバノ
ブ,デ ・ファル コ,ラ ッツ ァリ,モ ディ リアニ,モ ル ガ リ,ラ ッティ,ム サ ッ
ティ,セ ラーテ ィ,ト ゥラー ティで あり,ス イス側が,ア ル ビサー,フ ェー リ,
グロイ リヒ39),グ リム40),ネ ーヌ41),プ ブ リューガー,リ マ ーセ,シ ェ ンケル
で あった。
レーニ ンの 「テーゼ」 あ るいは 「任務」 は,ス イスの社会民主主義者(た ぶ
んグ リム)を 通 じて,こ の会 議に も伝 え られた。会議 はこの レーニ ンの テーゼ
の内の多 くの命題 をその決議に取 り入れた42),とrレ ーニ ン全集』 では されてい
る。 しか し,こ の点 は検討の余地があ る。 この会議 の決議 を作 る為に議長 グロ
イ リヒは,グ リムとネー ヌによる編集局草案43)を 出 した。 これが討議 され,決
議 となったわけで ある。 この決議44}は,国 際主義的な反 戦平 和の立場 に立 って
いる。 しか し,・だか らと言って,レ ーニ ンの戦術が取 り入れ られ たと言え るかど
うか∫疑 問を残す ので ある。確か に,ル ガノ会議以前に,グ リムは レーニ ンと
話 し合った。 これによって,決 議草案 に影響が与え られたので あろうか?
レーニ ンの根本的 な反戦戦術 と して,「 自国政府の軍事 的敗 北」 と 「自国政
府へ 武器 を向 けよ」(後 の,帝 国主 義戦 争を内乱へ,の ス ロー ガ ン)を 挙 げ る
な らば,こ れ らの戦術 は この決議で採用 されて いない。 そ して,そ れ以外の,
39)HermannGreulich(1842-1925),『ベ ル ナ ー ・ター グヴ ァハ ト』 創始 者 の1人,
国会 議 員 。
40)RoberεGrimm(ユ881-1959),同。 ツ ィ ンメ ル ワル ト ・キ エ ンタ ール 両会 議 を提
唱 し,そ の 議長 。 ・
41)Naine(1874-1926)弁護 士,ス イ ス党 幹 部 。
42)『 全 集 』 第21巻,163ペ ー ジ
43)現 存 して い な い。
44)HorstLademacher,hrs言.,」〔万召Z`ηLmerω αi4er、 醜 ωegμ ηg,Bd.1,The
Hague・ ρaris1967,S.22-24.
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く
国際主義的反戦平和 の主張 は,表 現の上で共通 して いる。だが,こ れ らの主張
は,中 立国 であ るイタ リアとスイスの社会主義者で,特 に左派であれば,当 然
持っ ものである。そ して,外 国の政党の一 片のテーゼ とその筆者 の説得 だけで,
影響 を受 けるとは考 え られない。 その上,事 実,根 本的 な点(=レ ーニ ン独 自
の戦術)は 取 り入れ られていないので,こ れ らは,ボ ル シェヴィキ側の想 い込
み ・岡惚れの類であろ う。 この問題 につ いて間接的 な証拠が あり,後 年,ジ ノ
ヴィエ フは有名な演説で想起 してい る。「第2イ ンターナ ショナルが恥 づべ き
崩壊を し,労 働 者階級を裏切 った と,我 々が主張 したので,ス イスの同志 グ リ
ムが我 々の党の宣言 を彼の新 聞に掲載 しよ うとしなかった。」451
3.「 戦 争 と ロ シア社 会 民 主 党 」
レーニ ンの この頃の活動 の一端 を示 してお こう。彼 は,10月10日 以前にベル
ンで戦争にっ いて報告 した。10月10日 に,ベ ル ンで ブ ン ド派46}の べ ・コソフス
キーの報告 「戦争 と社会 民主 党」 についての討論で発言 し,10月11日 ローザ ン
ヌで,プ レハー ノブの報告 「戦争に対 す る社会主義者 の態度 について」の会場
で,彼 に反 対 して発言 し,10月14日 ローザ ンヌで,15日 は ジュネーブで共 に,
「ヨー ロッパ戦争 と社会主義」 とい うテーマで,報 告 した。16日 にはベル ンへ
帰 った。.26日 に,モ ン トルー近郊の クラランで報告 し,27日 に,チ ュー リヒで
「戦争 と社会民主党」 というテーマで2時 間にわたって報告 した。 これ らの報
告 は,本 項で扱 う宣言つま り 「戦争 とロシア社会民主 党」(注(48)を 見 よ)
に書かれた見解を述べ た もの と思 われ るが,一 例 を挙げ よう。 レーニ ン自身が,
チ ュー リッ ヒでの報告の内容 を後 に書 いて いる。「私 は,自 国 の排外 主義 と愛
国主義(敵 国の それだ けでな く)に た いす る仮借 ない闘争 を行な うことが各国
社会主義者の義務で あると確 信 してお り,ッ ァー リズムをはげ しく攻撃 し,ま
たそれ と関連 して,ウ クライナの 自由につ いて述べ たのであ る。」 報告 の十 分
45)G.Sinowlew,DεεWθ``re∂oZ協`oπ ωπdd`θ 皿.κomm㏄ π`sεεscんeInter.
πα師oηαZε.[o.0]1920,S.13.
46)1897年 創 立 の ユ ダ ヤ人 の社 会 民主 党 系組 織 「リ トワニ ア ・ポ ー ラ ン ド・ロ シア ・ユ
ダヤ 人 労 者 総 同 盟 」
60 人 文 研 究 第71輯
の九は,「 第ニインターナシ ョナルの崩壊 について,日 和見主義 にっ いて述べ,
また ドイツ とオ ース トリアの社会民主党の立場に反対 して述べ た」4ηのであ る。
彼 は,活 動 費 と生活費が苦 しか ったので,報 告会で は何が しかの入場料 を取 っ
た。聴衆 の入 りが心配で あったが,成 功 したようであ る。勿論,ス イス亡命 の
ボル シェヴ ィキの思想的統一 を計 る ことが,最 重要の任務であ った。
ここで,ロ シア社会民主主義運動の諸潮流 につ いて概観 してお こう。戦争 の
勃発 によ って,ロ シア社会民主党 の中 に,祖 国防衛主義対国際主義の対 立 とい
う図式が作 られた。祖国 防衛主義 とは,英 ・仏 ・露の協商国側,つ まりロシア
側 に立 つ ものであ る。国際主義 とは,ど ち らの側に も立 たず,戦 争を否 定 し,
従 って,第2イ ンターナ ショナルの戦争協力 に批判的な立場であ る。 この中か
ら,レ ーニ ンは唯一 人,独 特 の立場 に立った。 ロシァの敗北 と,内 乱への転化
という,情 熱的革命的方針 であ る。祖国防衛派 には,プ レハ ーノブを指導者 と
す るメ ンシェヴィキの一部,お よびボル シェヴ ィキの少数が なり,国 際主義派
に は,マ ール トフに指導 され るメ ンシェヴ ィキ,旧 左派 ボル シェヴィキで ある
フペ リョー ド派,レ ーニン派 ボル シェヴィキが入 った。 そ して国際主 義派には,
2つ の中心が出来 る,つ まりレーニ ン ・グループ と,新 聞 「ナー シェ ・スロー
ヴォ」を中心 とす る非 レーニ ン派国際主義者 たちであ り,こ の新聞 の編集人 は,
トロツキー,マ ール トフ,マ ヌイル スキー,ア ン トノブ=オ フセイエ ンコ,で
あった。
レーニ ンは,10月11日 以前 に,「 戦争 とロ シア社会民 主党」48)を書 い た。 こ
の文書 は,「 テーゼ」 あるいは 「任務」 をふ えん した,論 説 体 の作 品で あ る。
カル ピンスキー あて(10月11日 以前)の 手紙で,「 テー ゼはあ ま り読 み やす く
ないので,そ の代 りに同封の宣言 を発 行す ることにきめた」491と書 き,同 じ時
期の別の手紙で は,最 大限 に慎重 に宣言を,テ ーゼでな く宣言 を出版 して くれ
たまえ,と 依頼 して いる50)。 ここで言 う 「宣言」 は,「 戦争 と ロシァ社会 民主
47)砿 五Lε π`π.」銅 ψ.Band4,Berlin1967,S.23-24.原文 ドイ ツ語;
丑ToM.49,cTp25,『 全集』第21巻,29ペ ージ。
48)πToM26,cTpn3-23.;同13～21ページ。
49)ノ 乙ToM.49,cTp圏8;『 全集』第35巻,1965年,156ペ ージ。
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党」である。.しか し,10月17日 には 「単行の宣言 の代 りに,中 央機関紙rソ ツィ
アル デー モ クラー ト』 の次号 を発 行す るこ とにきあ た」5エ)と書 いた。rソ ッ ィ
アル デー モ クラー ト』 は,戦 前1913年10月 の第32号 で終 って いた。 レーニ ンに
は掲載用の作品が幾つか集 ったので,同 紙を復 利す ることに したので ある。宣
言 「戦争 とロ シア社会民主党」 は,こ の第33号 に,社 説 として入 った。 レーニ
ンは書 いて いる。「本号の社説 はrテ ー ゼ』の最終的な成文 で あ る。」52,この号
には,「 ロシアの社会民主主義者 か らヴ ァ ンデル ヴェル デあて の回答」,ジ ノ
ヴィエフ 「流 れに抗 して」53),レ ーニ ン 「社会主義 イ ンターナ シ ョナルの 現状
と任務」54,が入って,11月14日,ジ ュネーヴで発行 された。 約500部 であ った。
「テーゼ」 あるいは 「任務」 を読みやす く力強 く豊富 に した 「宣言」 は,前
二 者の方針 ・戦術 をその まま取 り入れ ている。勿論,問 題の敗北主義を採 用 し
ている し,ま た前二者 にはなか った表現が1点 新 しく用 いられた。 っ まり 「帝
国 主義戦争 を内乱 に転化せ よ」 の スローガンであ る。
レーニ ンの手稿 として 「帝国主義戦争の内乱への転化 というスロー ガンにつ
いて」 とい う2パ ラグ ラフの書 き付 けが ある。 ζれ は,ど の作品の ための準備
か分 らな いが,結 局,「 宣言」 に入れ られた。 だか ら 「宣 言」 の ため の準 備稿
と見なす ことがで きる。「宣言」 には こ うあ る。「現在 の帝国 主義 戦争 を 内乱
に転化 せよ ということは,コ ン ミュー ン55♪の経験 によって指示 され,バ ーゼル
の決議(1912年)が その輪郭 を しめ し,高 度 に発展 したブル ジョア諸国間の帝
国主義戦争のすべての条件 か らでて くる,た だ一 つの正 しいプ ロレタ リア的 ス
ローガンである。」56)しか し,こ のスローガ ンは,第2イ ンターナ ショナルのバー,
50)πTOM49,㎝p.10;『 全 集 』36巻,327ペ ー ジ。
51)ノ 乙ToM,49,cTp11;『全 集 』35巻,160ぺ ⊥ ジ。
52)混To瓢26,cTp39;『 全 集 』 第21巻,25ペ ー ジ。
53)GegendenStrom,in:Lenin・Sinowjew,GegεπdeπSかom.Hamburg
1921.
54)∬To瓢26,cTp.36-42;『全 集 』 第21巻,22～28ペ ー ジ。
55)1871年 のパ リ ・コ ミュ ー ンの こ と,史 上 初 の プ ロ レ タ リア 革 命 と言 わ れ,3ケ 月続
い た。
56)πToM.26,cT1B62;『全 集 』 第41巻,421ペ ー ジ。
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ゼル決議で,そ の通 りに決め られてい るのではない。内乱 を起せ とは書かれて
いな い5η。 そ こで レーニ ンは,巧 みに 「輪郭を示 し」 と言 ってい る。
・ 「宣言」 の入 った 『ソッ ィアルーデモクラー ト』第33号 は,国 外 の ポル シェ
ヴィキ支部 とロシア国内にも,非 合法で送られ,戦 時中の党活動に極めて大き
な役割を果たした。後には,帝 国主義戦争に対する世界のコミュニス トの信仰
とな るの であ った。
「宣言」の執筆の時期に関わって,こ こで奇妙な点が一つあるのに気付 く。
というのは,ロ シア社会民主労働党中央委員会 ロシア国 内委員会が レーニンの
戦争 にかんす るテーゼに賛成 した,と 炉 う通知 を レーニ ンが受取 ったの は,10
月16日 で ある。58)しか し彼が 「宣言」 を書 いたの は,10月11日 以前59)で あっ,た。
57)Do勧 η3θ磁θωηdル勧 θ7'α彦∫θη鋤rGθ80ん`c1鹿dθrdθ 鵬cん θη湾め θZオθrbεω昭召η8.
BandIV,1898一 ヱ914,Berlin1967,S.433-437.
「バーセルにおける国際社会党臨時大会の宣言」(1912年1工 月24-25日)で はつ
ぎのように書いてある。先ずシュ トゥットガル トとコペンハーゲンの大会で決定さ
れた反戦闘争の指導原則を再録 している。
「戦争勃発の危機が切迫 した場合,当 該諸国における労働階級とその議会代表者
との義務は,イ ンターナショナル事務局の支持をうけながら,最 有効と思われる手
段の利用によって,戦 争勃発の防止に全力をつ くすことである。それ らの手段は,
当然,階 級闘争の激化と一般政治情勢の激化とに応 じて変化するものである。
それでもなお戦争が勃発 したばあいには,そ のすみやかな終結のために手をつく
し,戦 争のもたらした経済上ならびに政治上の危機を国民にゆりおこすために利用
し,そ れによって資本主義的階級支配の排除を促進するよう極力っとめることが,
その義務である。」(レ ーニン 『帝国主義』付録,岩 波文庫1984年,209ペ ージ)
バ』セルの大会そのものでは,っ ぎのように要求している。「社会民主主義諸党
にむかって,目 的にかなうと思われるいっさいの手段をあげてその行動を継続すべ
きこと,… 」(210-211ペ ー ジ)
宣言の最後では,こ うある。「そこで大会は,万 国のプロレタ リアおよび社会主
義者諸君にむかって呼びかける。この決定的な時期に諸君の声をとどろかせよ!あ
らゆる形式で,ま たあらゆる場所で諸君の意志を公示 し,議 会で,堂 々と諸君の抗
議を申 したて,大 衆的な大示威運動に結集し,プ ロレタリアー トの組織と力とが も
つあらゆる手段を利用せよ!政 府がプロレタリアー トの油断のない,熱 情的な平和
意志にたえず注意するように配慮せよ!こ うして,搾 取と大衆的殺害の資本主義世
界に,諸 民族の平和と友好のプロレタ リア的世界を対置せよ!」(同,216ペ ー ジ,
以上,訳 文には傍点の付された部分があるが,こ こでは省略)
58)『 全集』第21巻,519ペ ー ジ。
59)∬To瓢26,cTp.13;同,21ページ。
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「宣言」の末尾には,「 ロシア社会民主労働党中央委員会」と署名されている。
ここでレーニンは,「 テーゼ」が承認 される以前に,中 央委員会の宣言を書
いてしまっているのである。これは民主主義的手続きか ら言 って,奇 妙な事では
ある。運よく採択 されたから良いようなものの,採 択されなかったら困りもの
である。 しかし,何 と言 って もレーニ ンという人物は,自 己の信念を絶対正 し
いと思っていたし,ロ シアの彼め部下たちがレーニンの意見と違ったとして も,
彼らの見解に順応するような人ではない。むしろ説得 して,彼 らの考えを変え
ようとするはずである。また彼にはそれだけの権威と実力が備わっていた。
「宣言」と同 じ号の 『ソツィアル デーモ クラー ト』(33号)に 印刷 された レー
ニンの論説 「社会主義インターナショナルの現状と任務」に,興 味ある主張が
ある。彼は書いている。「現在の危機のもとで,も っとも苦痛 なことは,ヨ ー
ロッパの社会主義の公認の代表の大多数にたいして,ブ ルジョア民族主義,排
外主義が勝利 したことである。」60〕
レーニンは,未 完成の手稿 「ヨーロッパ戦争 と国際社会主義派」6nを,か つ
てベル ン会議が終ってから書 いていた。 その冒頭は,先 の論説と類似 した見解
であり,ま たより一層彼の想いをはっきり記している。「社会主義者にとって
最 も苦痛なことは,戦 争の災禍ではなく,… 今 日の社会主義の指導者の裏切り
という災禍であり,今 日のイシターナショナルの崩壊 という災禍である。」つ
まり彼は,戦 争よりもインタナショナルの崩壊に,よ り苦痛を覚えていたので
ある。
むすび=そ の後の論点
レーニンの 「テーゼ」,「任務」,「宣言」は,第1次 大戦における彼の革命戦
術の基本をな している。そしてまた彼の思想の発展過程をも示している。 ここ
において彼は,ロ シア政府の軍事的敗北,お よび帝国主義戦争の内乱への転化,
という二つの戦術にまとめあげた。 この戦術は,レ ーニン主義者あるいは後の
60)TaM}Ke,cTp36;同,22ペ ー ジ 。
61)TaM丞e,c↑p.8-11;同,8-11ペ ー ジ。
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共産 主義者の指針 とな った ものであ る。 しか し,ロ シァ社会民主党で は,こ の
戦術は,勿 論 メンシェヴィキには支持 されず,ま た レー 二 γ率 いるボル シェヴィ
キでは,除 々に しか し完全 にで はな く支持 され るようにな った。
戦争中 これ らの諸方針は基本 的には継続 されたが,そ の うちの二 つの方針 は
変更 され る ことにな った。一 つ は,ヨ ー ロッパ社会主義者 の裏切 りに対す る批
判が,急 速に,中 央派に対す る批判へ と重心が移 されて ゆ くので ある。第二 は,
「ヨー ロッパ合衆国の スローガ ン」 が,結 局 誤 りであるこ とが 分り,捨 て去 ら
れてゆ くので ある。
レーニ ンの独特の二 つの戦術,づ ま り敗北主義 と内乱戦術を,論 じてお こう。
これ らは,ロ シァでは実際 に,ど の様 に して実現 し得 たのか,あ るいはそ うで
はなか ったのか。
1917年 の二月革命(ロ シア ・ブル ジョア革命)は,自 然発生的事件であ った。
この時,二 つの点で レーニ ン戦術が 作用 した。第一 に,レ ーニ ンの反戦 プロパ
ガ ンダが,前 線の兵士たちの一 部に厭戦気 分を生 じさせ た。第二 に,二 月革命
の際,ボ ル シェヴ ィキの影響 を受 けていた者が,政 治的 に活動 し,革 命 に参 加
した。 この時 ロシァ国 内で は,ボ ル シェヴィキ党員 は弾圧のために活動 不能 で
あ った。二月革命は,レ ーニ ンの内乱戦術で引 き起 こされた ものではなか った。
内乱は,自 然発生的であ り,組 織 的に起 きたのではない。 また政府の軍事的敗
北で起 され たもので もなか った。 ロシア政府 は軍事的 に敗北 していなか った。
1917年10月 の ソヴ ィエ ト革命 は,ト ロッキー とレーニ ンへのヘゲ モニ ーによ
る内乱 であ る。 これ は,「 政 府に武器 を向け」 た事件で あ る。 そ して帝 国主 義
戦争を内乱に転化 させ る戦術 は,こ の革命 で,も のの見事 に実現 した と言 える。
だが これは,ロ シア政府 の軍事的敗北 の結果で はなか った。
一 方,レ ーニ ンの内乱 戦術 は,第 一 次大戦 中,ヨ ーロ ッパの国際主義 ・平和
主義の社会民主主義者に よって殆 ん ど支持 されなか った。 また,こ れ はロシァ
で実現 され ただ けで,第 二 次大戦 にいたるまでは,短 期間 のハ ンガ リー とバ イ
エル ンを除 き,ど こで も実現 されなか った。 そ して西 ヨーロ ッパで はいまだ に
そつである。 これは西欧のよ うな政治体制 の国々では困難 な戦術 であった。 レー
ベルンについたレーニン65
ニ ンが これを国際的戦術にお し広げよ うとした時,彼 は西 ヨーロ ッパ をロシァ
の社会 と同 じように見て いた。 っ まり西 ヨー ロッパ社会 を部 分的に誤認 して い
た。
